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視察 
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視 察 先

及び 

調査事項 

指宿市 

東方 
メディポリス国際陽子線治療センター 

 

場所  

鹿児島県指宿市東方 4423番地 

概要 

日本有数の鹿児島県の砂むし温泉で名高い指宿温泉の、うなぎ湖、池田湖を麓にする緑

濃い山中にその威容を誇り、2011 年 1 月１１日、九州初の粒子線治療専門施設として陽子

線によるがん治療が、許可病床１９床で、放射線治療科目で、医学博士荻野尚管理者の

元、職員４７名の体制で始まりました。 

現在は、世界で１、０００施設、日本では２５施設で国際病院評価機構（JCI）の認証を

受けている病院として、更なる安全性を目指し医療資質向上を目指しています。 

今や、二人に一人とも言われる、がん治療だけに特化した治療で、相談窓口を、聖マリ

アンナ医科大学始め、阪神、松山、宮崎、上海等、国内外に１１か所擁し、テレビ会議シ

ステムを利用した面談等を通じて、国内外のがん患者さんの QOL（生活の質）向上に大き

く寄与する事を立ち位置にしているセンターです。 

そのため、センター横にある、指宿ベイヒルズ HOTEL＆SPA を宿泊施設として、メディカ

ルツーリズムの考え方をいち早く取り入れ、温泉や、海、山等の自然に親しみながら、患

者と家族、患者同士の癒しが行える事で、痛みや、耐えるイメージを和らげ、普段通りの

生活の中で、一日、数分から数十分の治療を平均３～４週間行う、癒し、リラックス、運

動、グルメと言った、リゾート滞在型陽子線がん治療のスタイルを確立した施設です。 

当初２００２年には、年金機構のグリーンピア指宿が重荷になった県から、新日本科学

の永田良一社長に引き合いがあり、南薩摩の活性化を依頼され、２００４年６憶円で落札

し、年金機構から、１００万坪の敷地を譲り受け、先進医療施設を核にしたメディカルツ

ーリズムをとの鹿児島大学からの提案があり、県、市、医師会、銀行の再開発チームが了

承して、このシステムが稼働したとの事であります。 

また、市内にも、ホテル、民宿、ウィークリーマンション、湯治の宿等から希望に合っ

た宿泊施設選択も出来るので、患者さんに合った選択が出来ます。 

切らずに治す治療の実現として、重粒子線より制御が容易な陽子線を導入して、がん病

巣にピンポイントで当てて、治療し、これまでの治療症例は、前立腺９８９件、肺５８

件、肝臓胆管５３２件、膵臓２３８件、頭頚部１３８件、乳がんも、病巣の固定が出来る



 

事によって、切らずに治療する等で、２、６９６件の実績があります。 

２０１８年４月から前立腺がん・頭頸部がん・骨軟部腫瘍の一部・小児がんは公的医療

保険適用になり、他の部位は、公的医療保険適用になりませんが、保険の先進医療特約の

オプションを付けている場合、オプションでカバーされる可能性があります。 

民間保険の、先進医療特約オプションは、月１００円程度の支払いです。 

先進医療の陽子線治療にかかる費用は個人負担で、当センターでは腫瘍 1 個に付き原則

３３０万円です。 

外国人の場合、腫瘍 1個に付き約１、０００万円かかるようです。 

 

考察 

こういう施設が身近にあるところの安心感は、二人に一人がなる「がん」時代にあって

は、必要不可欠施設だと思う。 

費用が、民間保険で１００円程度の掛け金で賄えるとしたら、官民で整えるべき施設だ

と感ずる。 

私的には、松本市の市民病院にその施設を付随させ、市内医院患者優先治療としたな

ら、市内医院の出資で出来るんじゃないかと思う。 

 

 


